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Ⅰ 第２学年授業実践 

第２学年 体育科学習指導案 

令和２年１１月６日（金）第５校時活動場所 体育館 
男子８名 女子１５名 計２５名 

高知市立十津小学校 教諭 佐竹 真緒  
岡﨑 隆太 

１ 単元名 「わくわく！ぼくらの十津忍法ランド！」 
 (マットを使った運動遊び)【器械・器具を使っての運動遊び】 

２ 運動の特性 

(1) 一般的特性 
 ○適度な柔らかさのあるマットの上で背中や腹などをつけていろいろな方向へ転がったり，手や背中で

支持しての逆立ちなど，日常生活では味わうことができない動きをしたり，感じたりして楽しむ運動

遊びである。 
〇児童一人一人が自分の力に合った動きを身に付けたときに，楽しさを味わえる運動遊びである。 

 
(2) 児童から見た特性 

マットを使った運動遊びの楽しさや喜びを感じる要因 マットを使った運動遊びを遠ざける要因 
・逆さ・回転・支持といった非日常的な基礎的運動感覚

を味わいながら様々な動きを身に付けていくことが楽し

い。 
・身に付けた動きを条件のちがう場で行うことが楽しい。 
・できばえが高まったり，できなかったことができるよ

うになったりすることが楽しい。 
・友だちと仲良くいっしょに運動することが楽しい。 

・基礎的運動感覚の習得の差異による体の

コントロールの困難さがある。（うまくで

きない） 
・個人的な動きを行うことがこわい。 
・高いところ，回転することがこわい。 
・手や足が痛い。 

 
３ 児童の実態 

(1) 知識・技能 
器械・器具を使っての運動遊びの学習については，1 年生の２学期に固定施設や鉄棒を使った運動

遊びを，３学期にマット・跳び箱を使った運動遊びを行っており，基礎的な感覚づくりや基本的な動
きを経験している。休み時間には学習で経験した遊びをする児童の姿が見られ，その中でいろいろな
動きを獲得したり，遊びのバリエーションを広げたりしている。しかし，経験が不足しているために
丸めた背中を床につけて前後に揺らすゆりかご運動や肘で支えた背中と首の付け根で倒立するアン
テナ（背支持倒立）など非日常的な動きが難しい児童も少なくない。 

 
(2) 思考, 判断, 表現 

本年度に行った体育学習においてより良く動くための体の動かし方に気づくことについては，教
師が問いかけることによって自分や友達の動きに着目させてきている。かけっこ・リレーの学習で
コースづくりの工夫やバトンタッチの仕方を考えたり，水遊びの学習で体をまっすぐ伸ばして進む
動きをバディで確かめ合ったりする学習をしている。また，表現遊びの学習では，ペアで体を大き
く動かして，いきものの特徴をとらえた動きを工夫することができた。 
器械・器具を使っての運動遊びにおいては，基礎的な感覚や動きを経験しているものの，どうす

ればできるようになるかを考え，より良い体の動かし方を工夫し
たり，友達に伝えたりする学習には至っていない。本単元では，「ど
うすればより良い動きができるのか」「どんな工夫が必要なのか」
を考えさせる場を設定する必要がある。 

 
(3) 主体的に学習に取り組む態度 

年度当初の体育授業についての診断的授業評価結果は，すべて
の項目において高い数値が出ており，体育授業に関して肯定的な

＜態度・意識面事前アンケート＞ 

項目 全体評価 評点 

楽しむ 13.88 ５ 

わかる 12.56 ５ 

できる 13.4 ５ 

まもる 14.52 ５ 

合計 54.36 ５ 
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意識の高い集団である。しかし，項目別で見ると学ぶ楽しさを感じていない児童がいて工夫や手立
てが必要である。 
休み時間の外遊びも男女隔たりなく元気に活動している。反面，運動への苦手意識を持っている

ために外遊びを好まない児童も数名おり，運動の二極化が見られる現状にある。そこで，誰もが進
んで取り組み，きまりを守って楽しく運動する授業の工夫をしていきたい。 

 
(4) マットを使った運動遊びに関するアンケート・技能面の実態 
問 体育の学習は好きですか。 25 
問 マットを使った運動遊びの学習は好きですか。 21 
〈理由〉楽しい・忍者になりたい・いろいろ学びたい・運動が好き・できるようになりたい・体育のプロになりたい 
問 マットを使った運動遊びの学習をしていて，楽しいと感じることはどんなことですか。 

 

す

る 

マットの上で動物歩きをすること 20 
見

る 

いろいろな動きの行い方を見ること 22 
マットの上でいろいろなころがり遊びをする 17 手本となる友だちの動きを見ること 18 
マットの上でブリッジすること 23 できばえを友だちといっしょに見合うこと 20 
マットの上でさかさまになること 17 支

え

る 

がんばっている友達をおうえんすること 20 
できなかった動きができるようになること 23 自分が考えたこと（アドバイス）を仲間に伝えること 16 
できそうな動きにちょうせんすること 20 自分のかかわりによって友達ができるようになること 19 
ともだちといっしょにすること 21 

知

る 

より良い体の動かし方を知ること 22 
自分のめあてをきめてすること 18 いろいろな動きの行い方を知ること 23 

     
めあてを解決するための練習の方法を知ること 22 

ゆりかご 14 背支持倒立 13 ブリッジ 18 前転がり 17 後ろ転がり 12 かえる倒立 14 

 
４ 教師の指導観及び研究テーマとの関わり 

研究主題 たのしい できそう いっしょにもっと！ 運動好きな十津っ子 

研究仮説１ 
「運動の特性（楽しさ・おもしろさ）にふれる学びをつくることができれば体育の学ぶ

よろこびを感じ，運動好きな十津っ子に伸びていくであろう。」 

手立て１ 

単元(教材）

デザイン 

知識及び技能 

／ 

思考力，判断力，表現力等 

／ 

学びに向かう力，人間性等 

本単元で児童に育成する「資質・能力」を明確にすると

ともに，それを身に付けるために「見方・考え方」をどの

ように働かせるかを具体化した単元計画を作成する。単元

はじめは，基本的な動きを行い，徐々にレベルアップした

動きに発展していく。その中で，技ができるようになった

喜びや，仲間とかかわる楽しさを実感させるようにする。 

「わくわく！十津忍法ランド」というタイトルを掲げ，

児童が持っている忍者のイメージを活用することで素早さ

や巧みさ，なめらかさといった動きの質的な高まりを追求

していく。イメージしやすい忍者に模倣することで，楽し

さを感じながら意欲的に学習活動に取り組んでいけると考

える。様々な忍法（マット遊び）に取り組む中で，基礎的

な感覚や基本的な動きを身に付けながら，そこから仲間と

動きを合わせたり，いくつかの動きを組み合わせたりして

マット遊びの楽しみを広げていけるような学習過程を構成

する。 

手立て２ 

かかわりデ

ザイン 

知識及び技能 

／ 

思考力，判断力，表現力等 

／ 

学びに向かう力，人間性等 

１グループ３人構成を基本とし，仲間と互いの動きを見

合ったり，教え合ったりしながら協同的に活動するように

する。一人の動きを二人で補助して支えたり，3 人が一人

ずつ順番に個々のできばえを確認し合ったりしながら，

個々の課題を達成できるようにしていく。 

また，一つの動きを3人でタイミングをそろえて行った

り，連続してリズムよく行ったりするなど，動きの持つお

もしろさを味わいながら取り組めるようにする。 

習得したマット遊びをもとに，さらに新しい技に挑戦さ

せるようにする。そして，身に付けた基礎的技能をもとに

グループで創意工夫しながら「忍法ランド」で自分たちが

学んできたことを表現させる。その際，自分や友達の動き
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の良さに着目し，3 人で気づいたことを伝え合うことによ

って，学びを深めていく。 

手立て３ 

環境デザイ

ン 

知識及び技能 

／ 

思考力，判断力，表現力等 

／ 

学びに向かう力，人間性等 

マットや跳び箱，平均台などを体育館全体に配置した「忍

法ランド」を作り，子どもたちが意欲的に活動できるよう

にする。また，長さのちがう場や傾斜のついた場，障害物

のある場など，自分で場を選んで動きを組み合わせたり，

考え出したりしながら動きを高めていくようにする。 

手立て４ 

フィードバ

ックデザイ

ン 

知識及び技能 

／ 

思考力，判断力，表現力等 

／ 

学びに向かう力，人間性等 

授業の終わりには，いいねタイムを設け，グループで友

達の動きの良さや頑張りについて伝え合うようにする。そ

の活動を通して，児童の意欲を高めたり動きをレベルアッ

プしたりすることにつなげていくようにする。 

 

５ 単元の目標 

(1) マットを使った運動遊びの行い方を知るとともに，いろいろな方向に転がったり，手で支えての体

の保持や回転をしたりして遊ぶことができるようにする。            【知識及び技能】 
(2)  マットを使った簡単な遊び方を工夫するとともに，考えたことを友達に伝えることができるよう

にする。                            【思考力，判断力，表現力等】 
(3)  マットを使った運動遊びに進んで取り組み，順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり，

場の安全に気を付けたりすることができるようにする。       【学びに向かう力，人間性等】 
 

６ 学習活動に即した評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①マットを使った運動遊びの

行い方を学習カードに書いた

り友達に言ったりしている。 
②くまやくも，うさぎ等の真

似をして腕で支えながら移動

したり，マットに背中を付け

て前後に揺れるゆりかご運動

や背中で支えた背支持倒立を

したりすることができる。 
③マットに背中や腹などをつ

けていろいろな方向に転がる

ことができる。 
④マットに手を着いて片側か

らもう片側へ回転するように

跳び越したり，背中で支えて

逆立ちをしたり，体を反らせ

たりして遊ぶことができる。 

①坂道やジグザグなどの複数

のコースでいろいろな方向に

転がることができるような場

を選んでいる。 
②腕で支えながら肋木を移動

したり，壁に付けた足を上げ

ていき逆さまになったりする

動きを選んでいる。 
③友達のよい動きを見つけた

り，自分で考えたことを友達

に伝えたり書いたりしてい

る。 

①くまやくも，うさぎ等の真

似をして腕で支えながら移動

したり，マットで転がったり，

さかさまになったりするなど

の運動遊びに進んで取り組も

うとしている。 
②順番やきまりを守り，誰と

でも仲よく運動遊びをしよう

としている。 
③場の準備や片付けを友達と

一緒にしようとしている。 
④場の安全に気を付けてい

る。 

 

７ 単元の計画 

(1) 領域の取り上げ方と運動種目※年間カリキュラム参照 
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(2) 単元と評価の計画 
時間 １ ２ ３ ４ ５ ６(本時) ７ ８ 

学習課題 【単元を通しての課題】十津忍法ランドを楽しむために，マット忍法（遊び）のやり方を考える。 

学習１ いろいろなマット忍法を

して楽しもう！  
※第１時はオリエンテーション   

【ゆりかご忍法】      【ころがり忍法】      【さかさま忍法】   【忍法風車まわり】  

学習２ 忍法をレベルアップさせよう！ 
【わくわく！十津忍法ランド】でマット忍法をしよう。 

学習内容 〇マット忍法の場の準備の仕方を

知る。(持ち方，配置位置，方向等） 
場づくり・整列・あいさつ 

〇変身忍法を行う。  ・カエルの足打ち・クマ・クモ・うさぎ・肋木リレーなど 
〇本時のめあてを確認する。 

★【十津忍法ランド】へ行こう。 
〇マット忍法のおきてを知る。 
・きまり，学習の場・安全面につい

て知る 
※場の設定（図で掲示） 

★【ゆりかご忍法】を

マスターしよう。 

★【ころがり忍法】をマ

スターしよう。 

★【さかさま忍法】をマス

ターしよう。 

★【忍法風車まわり】をマスター

しよう。 

★【忍法マスター】で忍法をレベルアップ

させよう！ 

★【わくわく！十津忍

法ランド】でマット忍

法をしよう。 

○マット忍法の準備運動の仕方を

知る。 
変身忍法 
・カエルの足打ち・クマ・クモ・う

さぎ・肋木リレーなど 
 
〇マット忍法の行い方（学習のねら

い・進め方）を知る。 
・ゆりかご忍法 
（個人⇒トリオ⇒グループ⇒クラ

ス全員）（同時・順々） 
 
〇ふりかえりの仕方を知る。 
 
〇単元のゴールイメージを知る。 
いろいろなマット忍法を身に付け

て十津忍法ランドでマット忍法を

楽しもう。 

〇いろいろなゆりかご

忍法の行い方を知る。 

・ゆりかご 

・大きなゆりかご 

・ゆりかご→ジャンプ 

・ゆりかご玉入れ 

・背支持倒立 

〇よりよい体の動かし

方について考える。 

・お手本になる友だち

の動きを見る 

・全体で気づきを共有

する 

・3人で動きを見合う 

・3人で気づいたことや

できるようになったこ

とについて話し合う 

〇3 人でできるように

なった動きを選んでゆ

りかご忍法を楽しむ。 

〇ゆりかご忍法のできば

えを確認する。 

※前時で取り組んだ動き

を取り上げる。 

〇転がり忍法とそれにつ

ながる動きを知る。 

・前転がり 

・後ろ転がり 

〇よりよい体の動かし方

について考える。 

・お手本になる友だちの

動きを見る 

・全体で気づきを共有す

る 

・3人で動きを見合う 

・3 人で気づいたことや

できるようになったこと

について話し合う 

〇3 人でできるようにな

った動きを選んで，いろ

いろな転がり忍法を楽し

む。 

（発展）・連続・分身・手

つなぎ・おじゃみばくだ

ん 

・ジグザグ・段差など 

〇ころがり忍法のできば
えを確認する。 
※前時で取り組んだ動き

を取り上げる。 

〇さかさま忍法とそれに

つながる動きを知る。 

・ドンじゃんけん 
・ブリッジ 
・ブリッジくぐり 
・壁登り逆立ち 
 (肋木→壁) 
・壁倒立 
〇よりよい体の動かし方

について考える。 

・お手本になる友だちの動

きを見る 

・全体で気づきを共有する 

・3人で動きを見合う 

・3 人で気づいたことやで

きるようになったことに

ついて話し合う 

〇3 人でできるようになっ

た動きを選んで，いろいろ

なさかさま忍法を楽しむ。 
（発展）・片足をはなす壁
倒立・開脚壁倒立・頭着き
逆立ち 

〇さかさま忍法のできばえを確
認する。 
※前時で取り組んだ動きを取り

上げる。 

〇忍法風車まわりとそれにつな

がる動きを知る。 
・かえるの足うち 
・うさぎとび 
・川とび（マット・平均台・跳び

箱） 
〇よりよい体の動かし方につい

て考える。 

・お手本になる友だちの動きを見

る 

・全体で気づきを共有する 

・3人で動きを見合う 

・3人で気づいたことやできるよ

うになったことについて話し合

う 

〇3 人でできるようになった動

きを選んで，いろいろな忍法風車

まわりを楽しむ。 

 

〇これまでの活動

をふり返りながら，

4 つの項目の動きを

確認する。 
・それぞれの忍法

（動き）のコツを確

認する。 
〇忍法マスターを

行う。 
・グループごとにロ

ーテーション形式

で取り組む。 
〇グループや全体

で伝え合う 
・トリオで活動して

いる友達にどんな

アドバイスを行っ

ていたか伝え合う。 

〇前時の活動の中で

共有した友達へのア

ドバイスの仕方を再

確認する。 
〇これまでの活動を

ふり返りながら，4
つの項目の動きを確

認する。 
・それぞれの忍法（動

き）のコツを確認す

る。 
〇忍法マスターを行

う。 
・グループごとにロ

ーテーション形式で

取り組む。 
〇グループや全体で

伝え合う 
・ペアで活動してい

る友達にどんなアド

バイスを行っていた

か伝え合う 

〇十津忍法ランドで

マット忍法を楽しむ。 
・それぞれの忍法コー

ナーの場を作り，ロー

テーション形式で取

り組む。 
〇よりよい体の動か

し方について考える。 
・友だちの動きの高ま

りを見つける。 
・全体で気づきを共有

する。 
・3 人で動きを見合う 
・3 人で気づいたこと

やできるようになっ

たことについて話し

合う。 
〇気づいたことやで

きるようになったこ

とを，グループや全体

で伝え合う。 

〇いいねタイムを行う。 
・本時の学習を振り返って，「全力でがんばって取り組んだこと」「はじめてできるようになったこと」「はじめてわかったこと」「3 人でいっしょにやっていてうれしかったこと」などについて取り上げて価値づける。 

☆見方・考え

方を働かせ

ている児童

の姿 

☆楽しく運動するためのきまりに

着目し，進んできまりを守りながら

マット遊びに取り組む姿。 

☆マットを使った運動

遊びの特性に着目し，

ゆりかごを通して順次

接触しながら回転を加

速する感覚をつかみ，

楽しんで取り組む姿。 

☆マットを使った運動遊

びの特性に着目し，いろ

いろな動きのバリエーシ

ョンに取り組みながら回

転感覚に親しむ姿。 

☆マットを使った運動遊

びの特性に着目し，腕で体

重を支えながら，目線を床

にして顎を上げたり，肘を

伸ばして肩を開いたりし

て逆さ感覚をつかみ，取り

組んでいる姿。 

☆マットを使った運動遊びの特

性に着目し，両腕でしっかり体

を支えてマットの反対側に移っ

たり左右に体重移動しながら，

マットに手を着いて回転したり

して支持回転の感覚をつかみ，

取り組んでいる姿。 

☆みんなと一緒に行うことの楽しさに着目し，友達といろいろな遊

びを工夫し，マットを使ったよりよい動きを考えて遊びに取り組ん

でいる姿。☆いろいろな遊びを考えたり，工夫したりすると楽しさ

が膨らむことに着目し，友達同士でいろいろな遊びを紹介し合い，

動きを高めるための工夫を夢中になって伝え合っている姿。 

☆友だちに褒められると楽しさが膨らむことに着目し，友だちの遊

びのいいところを一生懸命見つけようとする姿。 

★評価方法 【主】①③④観察・学習カード 【知・技】② 

観察・学習カード 

【知・技】③ 

観察・学習カード 

【知・技】④ 

観察・学習カード 

【知・技】 

観察・学習カード 

【思・判・表】①② 

観察・学習カード 

【思・判・表】③ 

観察・学習カード 

【主】② 

観察・学習カード 

●運動が苦

手な児童や

意欲的でな

い児童への

支援 

●前や後ろへ転がる動きに馴染む

よう，体を丸めて揺れるゆりかごに

取り組み，転がるための体の動かし

方が身に付くように，スモールステ

ップの活動を構成する。 

●活動に対して苦手意識のある児童や，意欲的でない児童の支えとなるように，３人組で活動チームを編成する。 

●色テープやおじゃみ，絵や図を使って手を着く位置や転がる方向などをわかりやすくするなど，視覚支援を行う。 

●学習カードやがんばりシールなどを使って意欲を高める。 

●振り返り場面では，「いいね！タイム」を設定して，友だちの動

きの良さや頑張りを認め合う。 
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８ 本時の学習と指導（６／８時） 

(1) ねらい 
友達といろいろな遊び方をしたり，友達の良い動きを見つけたりすることができる。 

            （思考力，判断力，表現力等） 
(2) 準備物 

掲示物，おじゃみ，ごほうびシール，コーン，マット，平均台，跳び箱，BGM 
(3) 展開 
 学習内容・活動 指導上の留意点○指導◆評価 

導

入 

 

１． 変身忍法を行う。 

・カエルの逆立ち，カエルの足打ち， 

クモ，クマ，うさぎ⇒壁 

２．ころがり忍法の確認を行う。 

・ゆりかご，前ころがり，後ろころが

り 

○生き物によってたいこの打ち方に変化をつけ，

テンポよく体を動かすようにする。 

 

〇トリオで1枚のマットを使い，ゆりかごやころ

がりの動きの基本的なポイントを確認する。 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

 

３．学習のめあてを確認する 

 

 

 

・これまでの活動をふり返りながら， 

４つ忍法のコツを確認する。 

転がり忍法・肋木渡り 

壁登り逆立ち・頭倒立 

 

 

・アドバイスの仕方を確認する。 

 

 

４．忍法マスターを行う。 

 ２トリオずつの４か所ローテーショ

ン 

（確認タイムをとる） 

 

○めあて・学習の流れ・ルール等を掲示し，学習

の見通しが持てるようにする。 

 

 

〇各忍法をクリアしていくために，どんなことを

大切にすればいいか（コツ）を確認してから活動

に移るようにする。 

転がり：手の着き・立ち上がり・大きな動き 

肋木：手の着き・足裏 壁：手の着き・目線・踵 

頭倒立：手と頭の着き・ひざ・つま先（10回拍手） 

○前時までの良いアドバイスの例を紹介し，アド

バイスの仕方を確認する。  

 

〇3人組で活動させることで，技の良さや工夫を

友達同士で見つけて伝え合うようにする。 

〇各コースに図やイラストを掲示して，教え合い

ながら動きの達成を目指せるようにする。 

〇確認タイムでは，友達の動きの良さや上手なア

ドバイスをしている児童を紹介し，意欲付けをす

る。 

 

ま

と

め 

５．学習の振り返り 

・学習を振り返って，本時のめあてに

ついてよかったことをグループで話

し合う。 

・全体で振り返りを共有する。 

 

◆グループで友達の動きの良さや頑張りについ

てレベルアップしたところを伝え合うことがで

きる。 

〇全体で頑張りを認め，称賛する。 

場の設定（挑戦課題と達成基準）（掲示物）（トリオグループの動きのイメージ） 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
できばえ：手の着き・足（高さ・裏で押す・膝，つま先の伸び）下り方・立ち上がり方（音）

なかまのうごきのよさを見つけてつたえ合おう！ 

小 

大 

マット マット 

肋木 の端から端

まで 棒に足裏を

付けて横に渡る  

壁に足を上げて

登って足の高さ

をそろえて倒立

する  

マークの位置に

手と頭をついて

倒立する  

3 枚連結マットで

坂道，おじゃみ，

跳び越し転がり

をする  
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など 

 

９．授業後の話し合い 

・忍者というテーマを有効的に使い，指導者と子どもが同じイメージを共有できていた。 

・静と動のめりはりのある授業になっていた。 

・授業①より，場の設定がシンプルになったことで安全性が高まっていた。また，場の広がり 

ができて一人ひとりの子どもたちの技にしっかり目を向けた指導ができていた。 

・子どもたちは期待感をもち，真剣なまなざしで授業に取り組んでいた。 

・ICT を効果的に用いて，自分たちの動きを見せることができていたのはよかった。 

・最初できなかった動きができるようになったという体験をした児童がいたが，なぜできるよ 

うにのかを話し合う場を設けるとよかった。 

・坂道マットでの運動が少し難しかった。十分に坂道を活用するなら，マットの上から行うほ 

うがよかった。 

・髪ゴムやミサンガの取り扱いについて気を付ける。 

・修行忍者と守り忍者とで役割が明確になっていた。 

・単元を計画する際に，子どもの意識の流れに沿って作成されていたのか。 

 

Ⅱ 授業の考察 

（１） 授業デザインにおける実践内容と実践結果の考察 

〈手立て１〉〇単元デザイン 

 授業①②共通して，子どもがイメージしやすい「忍者」を 

テーマとして設定した。そうすることで，器械運動における 

「しなやかさ」や「素早さ」，「巧みさ」などの動きを口頭で 

指導することなく，楽しみながら動きを高めていくことがで 

きた。実践では，技の名前を「〇〇忍法」や「○○の術」と 

し，動きを高める修行として授業を行い，あいさつをしたり 

指導者が話をしたりする時は，忍者ポーズを徹底させ，静と 

動のめりはりをもたせることにした。 

 

〈手立て２〉〇環境デザイン 

 やってみたくなるような場，活動しながら動きが高まっていくような場を設定した。 

 例：うまく転がれない子どもに対する場の工夫…傾斜マット 

   まっすぐ転がることを意識させる場の工夫…おじゃみばくだん 

   次年度以降のわざにつながる場の工夫…バーを用いた転がり 

また，お助けマットを用いることで，運動が苦手な子どもに成功体験をつませ，“楽しい”を実

感させる働きかけを行った。 

今後の課題としては，器械運動は危険を伴う授業であるため，安全面の配慮を十分にしてい

く必要がある。 
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〈手立て３〉〇かかわりデザイン 

 ３人組で学習に取り組ませることで，お互いの動きを見合ったり，称賛し合ったりするかか

わりの場を設けた。トリオで見合うことを定着させるために，授業②では，単元のはじめから

トリオでの活動を取り入れ，教え合いに必然性をもたせた。定着さ 

せるための工夫として，「修行忍者」「守り忍者」と名付け，授業の 

場にはフラフープを置いて守り忍者が修行忍者にアドバイスをする 

ようにした。また，達成基準を明確にし，子ども同士で何が良いの 

か，何が大切なのかを確認し合えるようにした。このように，「伝言 

の術」を設けたことで，意欲が高まり，友達の技にも目を向けるこ 

とで，自分の動きを磨くことができた。 

 

〈手立て４〉〇フィードバックデザイン 

 お互いの動きや頑張り，学びに向かう姿勢などを友達同士で評価し伝え合うようにした。し

かし，授業終わりでは，話し合う場を子どもたちに十分時間をとってあげることができなかっ

た。計画的に時間確保をしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） アンケート等から見る児童の変容 

 「楽しさ」と「精一杯」の項目については，全体を通して高い数値が出ており，意欲的に活

き活きと活動することができていた。単元前半は，器械運動に苦手意識をもってなかなか授業
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に向かえない児童もいたが，授業が進むにつれて少しずつ技が上達していったことから成功体

験が積み重なり，意欲的に活動に取り組む姿勢がみられるようになった。さらに，忍者になり

きることで色々な技を楽しみながら取り組むことができており，活動中は音楽と和太鼓を用い

ることで，忍者の世界をイメージして授業を組み立てることができた。 
 「協力」においては，単元はじめから３人組で「修行忍者」「守り忍者」と役割をもたせて仲

間同士での伝え合いを大切にしてきたことで，仲間の良さを見つけたり，励ましたあったりし

て他者を意識した活動が行うことができたと考える。 

 「上達」においては，単元が進むにつれて徐々に数値が高まっているが，他の項目と比較す

ると高い数値は示さなかった。これは，1 時間ごとに新しい技を学習するため，１つ１つの活

動時間が十分でなかったのも１つの要因であると考える。 

 「発見・教え」においては，単元前半と単元後半を比較したとき，少しずつではあるが評価

は高くなってきている。これは，毎時間「伝言の術」で伝え合いの時間を設けたことで，子ど

もたちが仲間の良さを見つけ，技を高めていくことができたのではないかと考える。 

  

（３） 今後の課題 

  低学年におけるマットを使った運動遊びは，いろいろな動きに楽しく取り組むことをねら 

いとしている。今回の授業では，忍者というテーマを設定したことで，子どもたちは忍者の 

世界に没頭し，楽しみながら身体を動かすことができた。また，前転がりや後ろ転がりなど 

の技に口伴奏を用いることで，動きのリズムやタイミングをつかむことができ，動きの質を 

高めることにもつながったのではないかと考える。さらに，口伴奏によってよい動きの基準 

が明確になることから，子ども同士で視点に沿って動きを見合い，アドバイスをしたり，ア 

ドバイスされたことを試したりしていた。 

  そして，３人組でそれぞれ役割（修行忍者，守り忍者）をもたせて技に取り組むことによ 

り，友達の動きに目を向け，どうやったらうまくできるかを考えさせることができた。また， 

友達に良さを伝えたりアドバイスをしたりすることで，自分が運動する際に意識して技に取 

り組むことができたことはよかった。 

 全体的には，どの児童も器械遊びを楽しく学習することができたが，運動の苦手な児童が 

さらに自信をもって学べるようにするための支援や工夫が今後の課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【通信より】  

児童の感想と保護者の声 


